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①食事提供について、外部の業者に業務委託としました。委

託先の業者は『日清医療食品株式会社近畿支店』です。食事

の内容については今までどおり、一人ひとりに合せた栄養や

味にこだわり提供していきます。 

②介護職員処遇改善加算(Ⅱ)から介護職員処遇改善加算(Ⅰ)に

変更しました。３月までは介護報酬に対して３．３％の加算が４月以降は５．９％となりますので、

ご理解の程よろしくお願いいたします。 

③定期異動により担当職員が変更となります。よろしくお願いいたします。 

 

 

● 工 事 名 ： あての木園ふげしサービスセンター建設工事 

● 工事場所： 石川県輪島市掘町9-25 

● 構造・階数：木造・平屋建 

● 敷地面積： 1,955.82㎡(約591坪）● 標 高 ：8.3m ● 床 面 積 ： 322.95㎡(97.5坪) 

● 用途 地域 ：  第２種住宅地域 ● 工期： 平成28年7月31日まで 

● 主要用途： 地域密着型認知症対応通所介護施設・介護予防通所介護施設 

事業主体: 社会福祉法人 輪島市社会福祉会 

設計監理: 谷口建築設計事務所 

建築工事: 株式会社宮地組 

 

 

 

 

 

 

□特別養護老人ホーム□短期入所センター(介護保険・介護予防)□デイサービスセンター(介護保険・介護予

防)□訪問介護センター(介護保険・介護予防)□訪問入浴介護センター(介護保険・介護予防・身体障害者等入浴)

□居宅介護支援事務所□在宅介護支援センター□配食サービス□元気デイ□筋力向上トレーニング

事業(輪島市三井町) 

□しせつの窓口(輪島市山岸町)  

□ふげしデイサービスセンター(平成 28 年 8 月開設予定)・在宅介護支援センター(輪島市堀町) 

 
 

社会福祉法人 輪島市福祉会 

あ て の 木 園 

 

尊 

厳
共 生 

向 
上 

【【【ごごご案案案内内内】】】平平平成成成２２２８８８年年年４４４月月月１１１
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新新新しししいいい事事事業業業ににに取取取りりり組組組みみみままますすす   
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平成２８年度の事業計画についてご案内いたします。 

□１０年後のビジョン 私たちは法人理念の実現に向けて１０年後のビジョンを策定します 

項目 長期計画 中期計画（２０１４～２０１６） 

尊
厳 

人権尊重を図

ります 

個室化６０％ 

適切な施設整備 

①プライバシーが守れる環境整備 ②感染症対策ができる施設整備 

③地域福祉の拠点として、災害に強い施設づくり ④建物の更新をしな

がら生活に潤いある環境整備 

共
生 

地域の情勢に

あわせた対応

を行います。 

一人ひとりの思

いを大切にし、そ

の思いが実現で

きるような施設

づくり・地域づく

り 

①施設・利用者の地域交流 ②地域支援の継続と在宅生活が継続できる

支援 ③地域密着型サービスの提供 ④地域で安心して生活できる住ま

いの提供 

向
上 

福祉的サービ

スと高品質サ

ービスの実現

を図ります 

全
体 

①利用者の自立支援、尊厳保持、生活の質向上 ②最期まで在宅

での生活が継続できるような支援 ③在宅復帰ができる支援 

居
宅 

①自宅で生活が継続できるよう自立支援介護の実践 ②地域支援 

③地域のニーズに応じたサービスの創意工夫 

施
設 

①自立支援介護の実践 ②在宅復帰ができる個別サービスの実施 

③専門職で構成する他職種協働のサービス提供 

人
材 

①笑顔で丁寧なサービスが提供でき、キャリアや資格に応じた役

割分担や職員配置 ②法人理念の実現に向けた業務・研修・組織の

確立 ③適切な専門職の配置と人材確保 

私たちは、特別養護老人ホームの事業計画を策定し、以下の内容に取り組みます 

中 期 計 画 事 業 目 標 介 護 看 護 栄 養 歯科衛生士 支援専門員 生活相談員 

①自立支援介

護の実践 

②在宅復帰が

できる個別

サービスの

実施 

③専門職で構

成する他職

種協働のサ

ービス提供 

1)水分ケア

1,300ml 以

上、おむつ使

用 40％未満 

食事、水分、排

便、運動の4つ

の基本ケアに

取り組み心身

機能の向上を

図る 

疾病を考慮し

た上で自立支

援導入につい

て取り組む 

利用者に合っ

た水分の提供 

嚥下機能の低

下の方に対し

水分ケアの向

上に努める 

水分摂取やト

イレで排せつ

できるような

プランの作成 

自立支援介護

の理論の学び

を深め実践に

取り組めるよ

う職員に働き

かける 

2) 褥 瘡 ゼ

ロ・骨折ゼロ 

体調に応じて

できるだけ離

床した生活を

送ってもらう 

リスクアセス

メントを行い

個々に応じた

ケアを実践 

褥瘡発生者の

把握・栄養補助

食品等の検討 

 離床を促し座

位保持ができ

るような取り

組み 

異常の早期発

見・継続した歩

行訓練の実践 

3)入院によ

る 生 活 の 質

低下を防ぎ、

可 能 な 限 り

施 設 生 活 を

継続する 

定例ケース検

討会で水分摂

取量や体調の

情報共有する 

小さな体調変

化も察知し疾

病を予防でき

るように援助 

歯科衛生士と

連携し嚥下困

難な方にあっ

た食事提供 

誤嚥性肺炎の

予防に努めて

いき口腔ケア

を継続する 

体調の変化に

注意し医療機

関と連携を図

る 

嘱託医と専門

職員との連携

により低下を

予防する 

4)栄養状態

の 維 持 向 上

を図る 

他職種と連携

し状態にあっ

た適切なケア

を行う 

他職種との連

携を図り状態

の維持向上に

努める 

喫食状況を把

握し、他職種で

話し合い食事

提供する 

嚥下機能、咀し

ゃく機能の向

上に向けて取

り組む 

食事形態の把

握や状態にあ

った食事提供

を計画する 

食欲低下時は

原因等の把握

に努める 
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□平成 28 年度 重点職場研修の方針 
□「水分」「食事」「排せつ」「運動」の基本ケアの実践 

『水』『食事』『排便』『運動』の４つの基本ケアを中心

に利用者の自立支援と心身機能向上を図ります  

□医師、歯科医師、歯科衛生士、機能訓練指導員、栄養

士、看護職員、介護職員等の連携による実践 □

OFF-JT、OJT 

□看取りの充実 

看取りケアの充実を目指します。 
□医師、看護師の連携による研修 □OFF-JT、OJT 

□喀痰吸引等研修に参加 □緊急時の対応 

□接遇のレベルアップと「笑顔」「感謝」「挨拶」を大切にする職員の育成 

接遇研修 □OFF-JT、OJT □接遇研修の実施 

自己研鑽を支援します。 □資格取得助成 

職員のメンタルヘルス・腰痛予防・労働災害の予防 
□健康診断 □メンタルヘルス研修 □腰痛予防 

□労働災害予防 

平成 28 年度(平成 29 年 4 月 1 日採用)採用計画 
■社会人枠 ■公告期間：平成 28 年 7 月 1 日～8 月 31 日 ■応募期間：随時募集 ■採用試験の内容：

作文・面接 ■広報の方法：越後屋・まちかど伝言版・法人 HP・ハローワーク 

職 種 
募集人

数 
事業所名 資 格 等 の 要 件 

介護職員(正職員) 5 特別養護老人ホーム 

年齢:60 歳未満、学歴:不問、雇用開始：

随時、普通自動車免許(必須)、介護福祉

士・介護福祉士受験資格・介護職員初任者

研修課程修了(望む) 

機能訓練指導員(正職員) 2 
特別養護老人ホーム 

デイサービスセンター 

年齢:60 歳未満、学歴:不問、雇用開始:随

時、普通自動車運転免許(必須)、理学療法

士・作業療法士(いずれか必須) 

看護師及び准看護師(正職員) 2 

特別養護老人ホーム 

デイサービスセンター 

訪問入浴介護センター 

認知症対応型通所介護 

年齢:60 歳未満、学歴:不問、雇用開始:随

時、普通自動車免許(必須)、看護師(必須)、

准看護師(必須) 

介護支援専門員(正職員) 1 居宅介護支援事務所 

年齢:60 歳未満、学歴:不問、雇用開始:随

時、普通自動車免許(必須)、介護支援専門

員(必須) 

□防災訓練年間計画 
月 項 目 訓 練 内 容 

4 月 連絡体制の確認 
火災通報専用電話機を使用し、新規採用職員を含めた非常連絡体制の

確認を行う 

5 月 日中総合防火訓練 日中の火災を想定した総合訓練を行う 

6 月 初期消火訓練 消火器、屋内消火栓を使用した消火訓練を行う 

7 月 地震対応訓練 『しゃがむ』『かくれる』『じっとする』の訓練を行う 

8 月 台風対応訓練 机上訓練 
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9 月 
夜間想定総合防火訓練 夜間の火災を想定した総合訓練を行う。防災協力隊と合同で実施する 

地域防災訓練 防災協力隊と一緒に施設見学及び避難誘導方法、非常口の確認を行う 

10 月 初期消火訓練 消火器、屋内消火栓を使用した消火訓練を行う 

11 月 通報訓練 夜間の火災を想定した通報訓練を行う 

12 月 津波対応訓練 机上訓練 

1 月 
通報訓練 夜間の火災を想定した通報訓練を行う 

地域防災訓練 防災協力隊と一緒に施設見学及び避難誘導方法、非常口の確認を行う 

2 月 雪害対応訓練 机上訓練 

3 月 地震対応訓練 
｢しゃがむ｣｢かくれる｣｢じっとする｣の訓練を行う。原子力事故対応計

画も含めた説明会を行う 

□施設更新計画 
年 度 改 修 内 容 備 考 

Ｈ28(2016) 

介護保険第 6

期 

サービスステーションの環境整備(男女別

の休憩室整備)、夜間受付口の段差解消及び

スロープの設置・廊下照明 LED に変更、

床・壁の更新、大食堂の環境整備(床の張

替・照明 LED に変更) 

特養 30 周年記念行事、認知症型通所介護

事業開始(8 月より事業開始予定)【第 6 期

改修工事】工事費約 30,000 千円※特別養

護老人ホームの個室化の検討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別養護老人ホーム 定員 １００名 
新館：42 名／本館：58 名 

短期入所センター 定員:20
名(介護保険・介護予防) 

デイサービスセンター 定

員:30 名(介護保険・介護予防) 

居宅介護支援事務所(介護

保険・介護予防) 
訪問入浴介護センター(介
護保険・介護予防) 

訪問介護センター(介護保

険・介護予防) 

在宅介護支援センター(河原

田・三井) 

配食サービス(輪島市指定) 

あての木園ふげしデイサービスセンター 

定員：12 名以下 平成 28 年 8 月開設 認知症改善学習室※ 

健康づくり教室※ 

映画上映会・除雪応援隊※ 

総合相談※ 

認知症予防※ 

転倒予防※ 

総合相談※ 認知症予防・認知症カフェ※ 

転倒予防※ 

在宅介護支援センター※(河井・鳳至・鵠巣・大屋・西保) 

しせつの窓口※ 

(ファミィ内) 
在宅介護支援センター※

(大屋・西保) 

筋力向上トレーニング事業(輪島市委

託) 

元気デイ(輪島市委託) 

身体障害者訪問

入浴(輪島市委託) 
配食サービス※ 

※赤字は法人

の自主事業 

元気デイ(輪島市委託)⇒平

成 29 年度より総合支援事

業に移行 定員：14 名 

平平平成成成２２２８８８年年年度度度   事事事業業業所所所ののの状状状況況況   輪輪輪島島島市市市三三三井井井町町町・・・輪輪輪島島島市市市宅宅宅田田田町町町・・・輪輪輪島島島市市市堀堀堀町町町   

〒929-2378 輪島市三井町小泉上野 2番地 ☎(0768)26－1661 FAX(0768)26－1751 

E-mail:atenoki@skyblue.ocn.ne.jp   HP アドレス：http://www.amusewajima.gr.jp/atenokien/ 


